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 明.'範製造誠一酸・(第、一=報)

 I0製造部

 昭和4.2一年度鹿児島県明難生産量は603・佃,約660万円(生原料5,O07

 切)で苧予・本県クロアワビ(舳・ti・・1・・F・辛・・ザを原料として造ら
 'れる明範は,その採捕漁場により.明飽としてあ品質差異た1二,甑島西海岸棲息貝
 を除いては明鞄に不適格.として敬遠されてい一右。.甑喜一産明鏡は7一,8月k加工さ

 れ・ペヅ甲透明色を特徴と一す。るが・ご1†蔀蝦品に半無平ぴ果二とよばれる輸出
 除外品があり,生貝時の判別が困難なだけ・に他地区原料の利用1ま望み難い。

 われわ㍗1声・・㍗.ビの時期的歩留及ぴ¥異形成鳥の生貝時叩の可否・脱色法
 を検討し・同地区以外の明乾生産について指針を得るため下記試雫を実施したσ,
 でその結果を報告する。

 .試験字間.昭租・・午・月1・・貞一・月1白目
 試料.甑産アワビ.7-2個.1一幕,5佃

試験方法

 試料の巨舛
 '生鮮時における岩村部及ぴ側足あ色調により下記のとおり区分。

 A,黒の黒5個(内小貝1一)黒緑色を帯びたもの

 B,黒の歩.]1個・(内・特に黒3個)岩村部はIに一同じく黒緑色、測定の

 みが赤味を帯びたもあ

 O,普通色56傾(大型き2,小型24徳)上記に該当したいものI

一製法

 I、原料処理

 .市.区分㌣熊しで脱殻し・内臓除午
 曼・,塩一浪

 鋼身20.O穿以上を・大型貝としユ2%敷塩凌,200タ以下を小型貝とし

 七・%撒塩漬・その方法は魚画中にて剥身峠塩を振りかけ軽く混合後・・
 分間埠置(仮漬)し更に別口争函に岩村部を上にして並べ.仮清時浸出した

 塩汁を注加して本演。塩漬時間ユ8時間。

 3,洗・'一淡

1



 演汁中で軽くもみ、これを取り上げ40℃温水申に移しユO分間軽く携弾後

 僅かに水を洋ぎ.湯中に七汚物(黒色粘膜)詮'除去.車もに冷水槽に移し3圓
 洗潅水切。

4一一一次煮熟

 ・・℃温湯申に衰入(投入後・分にて・℃降下し畔湯を直ちに・・℃に復
 ・元)"分経時申に…℃どれ・次の一3岬閻においてリPとし更に次の.
 30分経時中年78℃として煮熟。

 ・・φ℃～6・℃.・・分・・℃～・一・℃・・号

 70㌃78い0舛計9?分
 5,一次肩乾ケ

 煮熟後直ちに金網上に1展開(岩村部を上となす)しユ5℃4時間(機械乾燥)
 一夜(16時間)休乾。

6.二次煮熟

 70℃温湯中に投入,投入後5分にて5℃降下,温湯を直ちに80℃に上げ

 以後60分中に90℃迄徐々池上げ煮熟放冷(煮熟中整形)

 †.焙一乾

 煮熟放ウ後の試料を1嬉炉(千炭使用二)。に入れ・・g～・・℃にて・・分焙乾1
 8目乾・...ノ
 前回同様金網上に拡げ4時間乾燥後放冷.以後の乾燥は目乾、機械乾燥併席

～

 にて22日間κ亘っ七行なう。な・お、乾燥は昼間のみ行ない夜間は放冷した≠

'

 薬品処理一・1

 脱色剤1して過酸化水素(叫)を使用し.去料選別時一際よ1φ了
 時半異形鵬と推定した・.・区の内、煮熟後特に強庫の緑色を帯びた物を釦出
 し下記段階に語いて処理した。...f

 ・区(一次煮熟直後処理)強度の緑色・冶の1ち工敵対贈,1個4軸
 。i

 互5借嫉3分,5倍液3券。前6分処理とし比較した。i

 ・区一(・次煮熟後処理)緑色系・油洲1それ下図の毎。/・分し岬苅

 ∵榊5∵∵しべ∵㌻
照
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 ・区乾燥祥了後の輔製品・岬を職5倍液にu分浸甲魍し㍍
 試験結果。...。一

 1・歩・貿..

 (D精肉歩留

 別表のとおり採肉歩留は平均3章.02%を示しており・通常歩留.(夏期製

 造時)の52%にほるかに及ばない。これは・.声期的に産卵後の最もやせた

 時期にあったこと嘩因女子ものξ思㍗れるr各員毎の子1拒みるに・上
 は・・略よグ十は・1…%と・・カ州大さ、'変動がみ干1狐即ち3・
 %～40%台が総体の40%,次の・30%～35%台の28%と合計して総

 体比68%の多きに達し50%以上は.72個中僅かに2個を数えるに過ぎな

 いd

 以上のことから産卵を境とする生殖巣σ{発達いかんが製品歩留に大きく影

 響することが推定された。

(2)製品歩留

 課、1'        課、1大.型小一型計        数量夢%'数量身%数一量9        ＼%I''
        原料1延873IOO3・手27互00エ8.500Ioo

        脱殻後5760,3873,1,早73一35.I07033138..02精肉比%

        塩漬後3.79425.4重99727.49屯78125.84.67.98

        一次煮熟後葛g5519.8772419.963,67919.7052.40

        一次乾燥後9656ユ7.861622ユ7。コー5&27817.7046.50

        二次煮熟後卵62エ7.90..6341乞483,296.17.8246.80

        焙乾後2,400ユ6.工457415.83a97.4工.6.0842.29

        五次乾燥後1・63戸1.1・OO3258.96工g6工I0.602τ88

        十次乾燥.後エ。3王38.85265・⊥L岬・8.532.2.20
        十五次.乾燥後U70.7.872426.57ユ41.27.63121.00

        二十次鞄繁後1,0807.27228q28.工3087.07ユー8.O.6

        二四次乾燥後L0447・亨4(…)L凹127…6.871&工・0
        ■'一

精軍

 (注)小型乾燥日I数20日休乾3日計乞3目

大型乾燥日教24日休乾4日計28目

 3I一'



 上記のと剛鮒原料に対する製品歩留は・祥貝で・…%・小型貝で
 6-28%。平均台・87%となり通常歩留12%碑後に比し半減しており・先・
 に述べた精肉歩留低下率以上の歩留減を・みている・d又,精肉からの製品歩留'

 も通常歩留の宮O%前後κ比し約工0%底い18%とだってい1加～=?こ
 とからみても産卵直後における極端な肥満度の低下が裏付けされる。



 i
。

 醜表のとおり生鮮時;粋葉形成可能晶として区分した久。B区工6個申、上質

 明範色(ベツ甲色)に愛化した物5個(37.5%)・。やム茶褐色の強い物6例

 半黒4個(25%)に区分された。.又。C区(普通色)のそれは・56'個中1

 襲乾色44個(78.6%)。茶褐色系エq個(ユ7.8%.)。学率2甲(3.6%)
 となり,半黒出癖奉はAB区が商い。従って生鮮時ある・程度の選別性は否金し

 難い。

 これを塩漬後からみるに.半黒形成品は,塩漬後緑色一系.のものから出現して

 おり,この時一点1～一おける選別は確実に行ない得る。瓶打,色調変・化の経緯をみ

 るに,アワビは塩漬すること紀より極.端た色詔変一化が起るが,;白乾の遮

 穫ての変化は俺少なものと言える。

 薬品興理の効集

 前記のとおり、強度の濃緑色の試料を一次煮熟後処理を11区,二・次煮熟処理

 後を・区として;.それぞれ異・なる試料を以て遇酸化水素艇.剛はえ.脱色を試み
 た結果一.区コ;区共に・。0。処理直後に削1て1手金く千1の効果は認め難いが

 経目㍗従い歴然とし㌃効果が榊た。但岬にお∵ては金三効果は㍗れ
 ていない。

 即ち,ユ区(一次煮熟後処理)ぼ二次煮熟において効果が現わ'れ,乾燥が進'

 一むに従がい緑色.色素は滅失し鮮跳あ坤に変化し㍍・区(羊準煮熟後処理)
 ・は処理後,目乾2日目に効果が現われ,・.工区向様経日に従がいその効果が明確

 とたった。特化も区は1個を2片とし処理区と対照区に分け比較したが1,製不

 時に誌も・ては予想以上の差異が認められた。一

 以上の撫くH202処理は。試料がか煎りの保水状態にある時において効果を

 得ることを確蕎葎された。沈お、過酸化水一案水の解離は一;温度上昇に伴ない,漂

 .白効果が促進されるので・煮熟後の保温状態におい下の浸憤が師であるもの
 と考えられる.。1.
,製品.

 製品は夏期に生産される・物と・全く外観を異にし。肉質簿く.特に岩缶部外轟
 の凹凸が'激しく1中央都が一陥没映となっている。これは製造技術の稚拙に一もよ

 手が・原貝カ卿やせ㍗ことカ1大きく㍗中と思秤され㍗
 ,熟度に一よる亀裂



別表

精肉歩留

           精肉内麟流失氷'外殻殻長一

           点一数量%教衰%数・一噛・%数量%・盟棚備考           I594L3047I.2;2Jτ塁,20.52Ioo25.97ユ36大型

           234g1073工47308.821ユ33&249026.47136〃
           3443王633a79398.8011926.8612227.54王44〃

           43371王935.31・47五五95732L569829.08ユ37〃

           5342工2与36-55-4里互0.65742工649928-95五3ユ〃
           6338エ1233工44工工2.1387〃           72里L。・38.ヨ332・1&3336辻叢崇2Z70エエ029.73134〃           8370エ2834.5948工2.9784〃

           92859232.2838ユ&3377Zτ02782τ37ユ26〃

           五03ユ8王OO3王.4443工3.52692ユ.70ユ0633,331ユ34〃

           1工3221454a033611.184112.73ユOO3L061エ36〃

           8932.0145エ6.工946工6559835.2o.エ37'

           ユ22781幕1エ5035.55389.oo10524.8I8且29305莇〃            一一一

           王223工.36-43I工.051243ユ.88100狐7工1139〃
           一一

           ユ5.268.エ0639.53259.3S4?〕τ54903358い27〃
           」

           ユ6347互48107占2.65喧29627.671133〃           工724244.2127'工11寸驚72一'一L96ll;;1←
           工8。`一し3134一135■一一924α域・き3           山'

           1引.μ24工李430一■■一I=I'一■'工3.5二291訊067エ3戦8い20一一{.〃           室工61023Z2834工。,76104…12.9↓76

           .2一エ=一40・壱工4-736.2140毫.859924.381202壬箒"許奇;           22390I6642-b5一・3910.0067工7.エ8口8

           232428635.54351.灸464-4王6.79773L葛2=30〃

           ''348工3338.22339.垂88223,56ユ。o28.74工351.I〃I
           347.工08ユα66992a53ユ0329.681391〃           2o.■凸一26I317王3211針;19.46・ヨ工O.249429.65工34j"

           27362.工6445.30359.6755エ7.969827.07136'.一〃

           2-S一一一`2930010535.0030IαGO7023.33q53工.671351〃           3249ユ28.0938ユエ、73工053Z4エ9027.78エ33一"

           302048139・702単一'一ユ2.7538ユ8.635928.921エ]〃

           3王2118339.3142612-3226一2327636,n2エエ9三           322027838.6ユ20エ5.357・336.エ41工6           享3Igo764α0022、警1ド116.84603工58エエ9小型
           342006030.0022エエ.005125.506733.501ユ7〃
           351917338.22189.424423.045629.32112〃

一6



 _」L

jl;

            36i-86723師13920.97工58.06.6032,25lI6小型
            37ゴ9工7539.2729I5.i824工2.576332.98IIエ7〃

            3814349342717工I.8927工8.88503497I06〃
            一一

            39工805832・222513.892715.OO7038.89113〃

            40工735833.53179,834526.Oユ5330.64107〃

            4115王5637.0923工5.232516.55473I.13"「
            42ユ4工5639.72エ812.772り工4.18473ユ33.工0o■'■■一〃■.一
            4315エ473I.13工7ユL26473逼34026.49105〃

            44ユ44634a75エ6iI.ユエ.2215.254329.8o工07〃

            4511350…司ユ7工5.0476.工9393左5王王OI〃
            46互124237.50エユ9.82242工.433531.259'7〃

            47王3工3829.0i工5エ1.45屯13王.303728.24互。1〃

            ll←lll.4231.82ユ5ユ1.36292エ.9746348.5107〃            4236.21ユ。8.62282414363i.03103〃

            一'一50工374230.6620ユ臭.603i22.6344.3Zユ199〃
            5工エ05343Z38「14工3.33262里.?600〃
            52ユ234435.7714H.382・19.5王98〃

            53'o54エ17■凹'''Il工73025.6垂エ3川工至29.9・工00〃            3'「高62王714.532924-7.934'2-9.06・・亘[「
            555632.04ユ3I3I2.622322.33343氏Oユ98〃            103'一一'一.エ0033'一。'一'34一一一             34.0013.oc2020.OO33

            5758.382エ443855512.286212.70I57・ま。・・エL」・亙〔重.大型黒の・一一一L
            3'72ユ4839,784?一ユ2.6361.16.40.工163一工.エ8一王43〃〃

            5940020451.oo42工0.5.O369.001工8一29.50工36〃〃

            50355I6工・星5.3544工2.3938工0.70:三231.55エ40〃黒の、、、
            6ユ394工4937.82型7ユ1.937319.80エ2030.4613白".〃

            62To3327エ3039.765エI5.6039ユエ.9310732.72ユ33〃黒の・'            362工2434.2539ユP,779526.2410428.73工35〃〃

            64286三0837.7646王6,081■             5ユ17.838エ28.32125〃〃

            65308ユエ838.314213.645016.23983王.82I32〃〃

            6o27813247.48401439ユ。3.60963453工3ユ.〃〃

            673001I036.6737ユ2-335919,67943工.33128〃黒の、零

            68262工2547.7'王207.633914897829.77工22"〃

            69182.替・8舩喜5Is1α4421ユI.545429.67工04〃黒σ〕赤
            70]949548.9728工4.4384.146332.4712エ〃〃

            71一ユ748750.OO251昼3'ア52.875732,76116〃〃

            72180623曇.442715.OO34ユ8.895731,67士15小型黒の黒
            計I8,5007,03338.022,ユ9511.863643工9.69562930.43

小
 型」

"「

 里の、零

 璽σ〕赤

 星の黒



 下泰は÷・.二一次煮熟時漬1熾1」研生じ.ポ癌を大千に係わらず・傷物と
 し.て計上したも6そあ.り,貝σ)大小によ・り一応出現率は遠い小・型物が少たい

 が,亀裂の状態からみ.て小型貝必ずし一も良好とは書い難い。叉路裂出現の要

 因として,塩漬時の施塩一量及.び煮熟温牽牛の関連佳が考えられるが・その一一要

 因を・把握青るに吐至らなかった・。

一
 .当初に述べた即/・魂竿造原料'としての生貝時の半異形成晶半1別法・鰍
 適期の把I握、.脱色法について予備試験を実施した結果,概ね疎め点に要約され

 る。

 1,一製品歩留は産卵期な境主して極端何一裏返・タ・一るものと予測され、.生貝時の肥・

 締が南接鯛外駆影響する.。.
 ・・半異形成品1・㌣別は生貝時にお・・て郎.蝉可能辛言え声が虹を夫/嫌
 いがあ弓・レか.し雫漬後に一嘉いては半熟形成品が艦変することから,その判
 別は容易であ.り適離坤㌧

 …遇酸羊水予・使帥よる細壬可能であ芦カ1・脱色1過多り納がみらぺるた
 め..処.理時潮時間1使用量奪沈ついて廻試の必要がある。



定置観測(5月分)

養殖部

 ○旬平均水温。比重(満潮時.表面)

         水.温'℃比重δ15'
         句本年一節匂差前年同騨平年差.本年前句養前年同期差1平年差
         上1.a章2十〇。卵一〇。8.2・…i州・十ひ63十q25十0.88
         中18.04白1.28`・岬7一1.781出28十αユO一十0.8?十〇一98

         .下1g.93斗1.89}L5・2一0・字8.26-66.十0.38十α05千1.33

         月平均工9.27…刈}1.47一0.641126.唾5i一〇.08一十〇.47十1.14

 5.月.一の水温。比重

水 温

比 1重



漁場観測速報(5月分)

養殖部

       旬観測値別構内水成川福山       最局最低.最局最低最局.最低

       上19.83エ7.9921.0818.4619.2?1』8.02

       中.2.α0518.2020.93.1&4920.36ユ8-25

       ・下21.壬3工a25.2α02..ユ8■8922一生4ユa65

       月平・埼2d4?工8.50一2965。ユ&6-2'2-O.5618-28

       一前月差十2.06.。十1.d壬・十3.01斗2.03

       苗年差一.O.3壬十]69計↓005一・1.14'一1.97円1.93
 ○藩内(小島)㍗・5月水温は・平高水温8〕平均が"・47℃・最低水温の平均
 がユ亭,5ρ℃.月間の最高水温は下旬の・22・5一む・最低水温は上旬の16・2℃・
 水温は上昇の途をたどっており・.前月よりも暑℃以上高.く法っている。また、

 構内は今年度に入って観測を始めたので、同地での蔀隼の観測はないが,これ.

 をI里村の同期水温と比較すると,前一隼よりも低目を示して、・る。

 ○水成川における水温は,最高水温の平均が20.65℃.最低水温の平均が

 16.62℃.月間の最高水温は上旬に23℃を示し,また最低水温は下旬に

 工.ノ・5℃を示し.ているrそσ〕ため・上句か・ら下旬一にかけて次第に水温が低下し
 ている点、他の地区と逆の傾向を示している。

 前月・より一も1～ユー7℃高くなっているが、他の地区よりも上昇傾度が緩慢で

 ある。また・前年よりも最高てや.ふ高目か又は殆んど変らないが.最低でユ℃
 余り低い。・

 O・頼山千は・最高水温の平均が2b,56℃,最低水潟の平均が18.28℃,月

 榊師水温fま下旬の戸3・1℃・最低水温は中旬の1…℃・内湾的性格とし
 て前月から急上昇して2ん3℃高くなっているヵ{1前年同期よりも2℃近く低

 .くなっている一

 b.全般的に最高水温で20℃台,最低水温で18℃台を示しているが,昨隼の

 蝉より・も竿目・を示し千いる…とが各地に共通し下い㍍
 ○.長崎海洋気象台5月中旬発奉の西目本海況旬報によると,黒潮の反流域では
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 平隼より1℃以上低目'とたっているが一,今後は梅雨前線g北上の影響によって

 上昇が更にゆるやヵ1に卒り・大俵平年平みに推移する.早込みである・なお・沿岸
 附近だと.では二重潮が諸生する琴れがあるから注意するように報じている・

 5月の.海.況,漁況

漁業部

 ※海況

 5月よ句黒潮流汝の表面水温は前句よ一りユ℃前後昇浮し平年並かヤム高目で
 ある恭九州沿岸域では平年に比べやふ低目と放っている。一般に沿岸域では平

 年より低目が'浅いている。

 」牽臓況

 ○旋網

 水揚は壬04統で2,210竜で昨年の2.ユ46屯(270統)を僅かに'上

 廻って、二るが,I1統当りを見ると5.5竜で昨年の→,9毛を下廻っている。

 魚種組成を見ると,43年度はマアジ62%.サバ11%,ムロアジ13%

 となっており・昨年5月の下アジ27%・廿バ手8%三・ムロ了ジ2%と比較
 するとマアジが増加し,サバが減少して㌧;I名のが特徴である。

 ○カツオー本釣

 総体的には昨年を下廻っている。これは小型船が漁期初めは好漁で期待を

 持たれたが、5月肥大って振わず昨年を=や』下廻る漁∵又、大型船はトンボ

 漁に出漁しており入港が少なかった一ためである。

一11



 業種別．漁港別水揚状況(43年5月分). (単位屯)
             4㌻年5月

             業種漁港入港一隻数漁獲量(屯)マアジサバムロアジカタクチイワシブリタチウオ他一              隻一毛

             42239.512脚8.042.52.129.C2ム生11.343363.8

             阿久根中102322.62王3.17.00.11,95.367.垂27.9571壬a5
             小121156.9107.316.60.3工9.46.I7.2456I.6

             近海旋縄串木野5255.9.7493,941.55.86-18,03.9壬3360.宇
             枕崎8690尖44工5.6167.82壬130.978.882ユ,2工7・0

             山ハ125.819.85.9なし.

             計4042208.91372.62壬6.8290.O29.543.297.9129.127021壬5.6,

             棒受網阿久根2936.221.01乱0O.O0.8O.4なし

             枕崎151全711.81.2O.20.51.o45.5

             八田縄山川3658.558.53壬57.3
             鹿児島13.O3.0なし

             計5276.2i工.81.2α26法01.oI3862.8

             莚網阿久根一兆?キビツコ'             233

             大岳。1333-420597.0
             枕1π口小1081,O?7.7106一1,21&4

             カツオー本釣大23?00.2=ユσ睾全0山
             山ハ小工431,928.21752,388.7
             計3王45,039.5311{,544.王

             観崎50生唾約              2。σQO60-8

             山刀'I一1B&03岳エ3.3
             軍.縄内乏瀞81.732
             計?ユ8.1一2d66。1計

 、1計

 二1・'2.一



竜美短信

 今年は低気痘で1月～4月の涼しさだが.5月'の一梅雨・と引続きIO時観測の気

 温,水温を比較してみると気温2-3.5℃台で昨年並に上昇し,水温も5月まセの

 を比較する.と40年の傾向を示し・.順次上昇しつムあるがま1だまだ涼しい1ヨが続

 きそうである。当大島海峡も滴Iを流したような静かさに変りつ・』、カーツオ群め来

 .島を教一えるかのよ・うに一アジーサシの婆が見られ夏到来を身近かに感じさせる。一I今年
 はカ'ツオの豊漁とのことゼ奮料IのキビナゴもI多く,郡内カツオ漁船4隻1,一3I工場・

 も忙しく製造に遣わ九七いる。一切漁の小判ぶら大判とたりつ・ムあり.今年とぞ・は

 むかしの奄美水産業らしいカツオ製造の煙が高々とあがることを願いたい。・一方

 奄美漁業の主体をなす板付舟の漁獲増進を予想できるものはないかと考える時,

 その零細佳.あくまでも兼漁でなければ生計がなりたふたい.0.5～ユト・7・未満

 の漁船、造船費30万前'後,速力アツブ、遠出などで隼々犬きく次り・つふあるが,

 らよつとの時化や餌料(キビナゴ,スズメダイ)た一とが採集できず操業を申上す

 え日が多く・冬期はこ.のような傾向が特に多いようである。天然の良港に恵まれ
 一でいる名瀬,古仁屋その他数個所を除くと殆んどサンゴ礁の遠浅で.その亀裂を

 利用した湯船繋留場,又は台風の時化などの時には小人数で庭先.道路近くまで

 持ち運びができる板付舟の長所でもあ一ろうが.1～2名乗りこみ.基点より2～

 3時間の距離の曾根操業する理想的な操業に見えても漁獲物の多い日でも30侮

 前後である。

 年間漁獲物の主たるものはユ～7月頃までチビキ・,ホタ,タイを主に釣り6-8

 月カツオ.チビキ,5月頃クサヤムロなどを激とする。カツオ釣の餌料(キビナ

 ゴ)は早朝出発して小規模で採捕し出漁する。タル・ミ類などの釣餌(スズメダイ)

 もキビナゴと同様の採捕方法で採集出漁するとのこ'とセある一。一

 どぶ2～3年名瀬,古仁屋、徳之島の一部の漁業は5トIン未満の臓船で4～5日

 操業も見られる。ヒのような形態にたることを望むの七あるが風土性の為に歳を
 とりすぎていちのか競争心が薄く,又自己資金による現状維持といつ面が壷く一感一
 じられる門...'奄美の水産を顧みた場合,沿岸生息の動

 植物の活用も尭分でたく.活用するにも量できに問題があるだろうが.又奄美で

 一・ユ3一一'



 σ、造る漁業を考える時天然の湾曲した良漁場に見えるかもしれないが高温持続の

 海域ではたして内地なみの蓄養漁業が可能だろうか。

 穫即入手・餌可・消費地等多<の問題芦克月艮することはできない午の平と榊.
 れるが,劫郎は難かしいようであ糺

 以キのような点から前記σ)小塑船の澱家安定策を考慮一する時どうしても
 現地に生活す声・人としてこ辛ら唯民を切捨1てる率は出来ないと思1門幾多の一
 先鏑兄も過去数十靴舛り漁業平発に努力さ丸た事叩謝はトているが・
 私の見る聞/網。叶い箏余戸にも奄琴の水産資源の有無を簡単叩1甲て
 考慮さ舳1るよlk感.しら肌合一度鮮験を手かし㍗た㌣・率勧碑
 を更に進展させる策㍗いものでしよ1カニ。以上岬勤琴干卸私g感じを述べ.
 てみまし本。御意早お聞かせ下.さい・

(K,Y)

.業1務.概

 §本場

甲
○かもめ

 5月22目～31目貝・一エビ分布調査.
 6月31ヨ～工0目定纏魚群調査

 .。6月12㍗工壬目上架
 ・・月・目～・日号智締船調査.
 .06月一i8目東市来町漁協所属業者工5名来場

 一'■14一



亟
 ○のり関係..

 ホノリ糸状体培養(月間)

 ホ6月11目～15目

 九州い山口各県氷試連絡会のり部会出席(於長門市)
 ○クロアワビ.フクトコブシ餌料種別飼育試験

 前月に引き続き大崎畢におい㍗バイリ.・アオ平・ホ."ワラ・コンブ1の餌
 料種別に海面垂下飼育.中・採卵用母貝として生殖巣の発育状況を観察申。
 ○真珠漁場観測

 7.日毎に鹿児島湾大崎鼻埠先において継続実施。

 フジツボノーブリウム幼生,ポリドラ浮遊幼生を計数観曇申。

 ○ボリドラ病害調査

 5.眉下旬,東町三船湾,6月中旬,谷山,一茜桜島地先産の3年貝を騎殻調査

 した。内面の病症は小康状雫であるが虫体の1/3以上のものが抱卵し産卵盛期
 にはいった。

 フジツボの大量発生時期にもたったので病審情報を発行し通達した』

 ○ムラサキイガイ生態調査

 採苗調査用の・コ1ノクぞ一設置は5月31目を。もって申上し・引続き稚貝・成
 貝の成長率を調卒中。
 0了コヤ採童試験

 釦唐湾,片浦湾構内湾において必要な調査を委託実施中。

 0クルマエビ実践漁場調査

 ・・月・…8目砕流軸離(建網干よる漁難物調査・及帷騨
物,底質調査)

 *6月19目クルマエビ放流(防虫網により8ρm即網囲'1・に敢養・・放
流尾数325万尾,平均全長1壬.4湖.,平均重量21.6概)

田
 0煉製品原料としてのオナガザメの凍結貯蔵試験

 凍結貯蔵により蒲鉾形碑能を喪失するとされえオナガザメ(はらわれ)の変

 .一15・



 性防止のため処理区分別各種冷凍すり身につき長期凍結保管中の変化を測定中。

 ○かつお節電熱利用試験(継続)

 くん液処理電熱利用による乾燥方式の大型本節に対する一適用性につき検討し.

 た。

国
 0一クルマエビ餌料関係

 壬3年度指走研尭のクル↓エピ配合飼料試験準備(場内)

 ○かん水蓄養殖漁場の細菌調査及ぴ環境調査

6月5.14二18日垂水地先

 0ク」レマェビ放流事前調査

 6月17～ユ8日志布志

 ○ハマチ蓄養指導

 6月目4∴25員東町

 §犬島.分場

亟
 ○壬月下句八田網改良指導及ぴ底待網試験(漁場移動)・宇検村

 05月ユO目及が12日に大島海峡で流れ藻付着のモジヤコ各々ム尾計8尾を

 採捕した。大島海峡内での採捕は非常にま托である一

05月中句海洋観測(大島海峡)

塵造鬼
 0うに歩留調査一

 陸⊥む
 ○マベ権,三成貝養殖審理I餌料生動種株培養

05月1.4目(於鹿児島市本試本場)

 マベ室内採苗に関する.検討会。出席者、鹿児島大学水産学部瑚田清治教授,

 茂野場長養殖部会員,塩田分場長以下3名.他にマベ協会の村松寺光氏。

 O・4月下旬。5・月上旬の2回大島海峡内のフトモズク調査。
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